
団体名： 大府商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 139.2 ％） （達成度 115.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 81.7 ％） （達成度 57.7 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 78.8 ％） （達成度 97.9 ％） Ａ Ａ 下げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 125.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 36.3 ％） （達成度 109.8 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 変更する 現行どおり

小規模事業者は
様々な角度から支
援が必要であるこ
とを考慮し、重点
的に支援を行う。
今後も現行どおり
計画目標を定めて
継続実施する。

小規模事業者に対し、補
助金申請のノウハウなど
支援を効果的に行う事が
できた。（小規模事業者
持続化補助金の申請件数
37件、うち結果が出てい
る31件の採択件数は20
件、採択64.5％）

実績
数値

462,505
目標
数値

1,800
実績
数値

目標
数値

40

２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

正しい経理と記帳慣行を身に
つけ、経理管理や納税の適正
化を促す。

目標
数値

90
実績
数値

前期源泉指導、年末調整、決
算、確定申告、消費税申告、
記帳指導
  指導対象企業数 92事業所
  指導延回数  　1,204回
　指導延日数    　531日

実績
数値

講習会等

地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をなす
小規模事業者及び中小企業者
の経営基盤の安定強化に努め
る。具体的には月１回の定例
税務相談を始め年末調整、確
定申告の勉強会及び個別指
導、経営に関する講習会を開
催する。

集団指導
  6回　延べ98件
個別指導
　30回 延べ153件

小規模事業者

指標

集団指導参加者数

98

指導対象企業数

92

巡回・窓口相談指
導事業

地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をなす
小規模事業者及び中小企業者
の経営基盤の安定強化に努め
る。また、課題解決提案・経
営革新への積極的な支援を実
施する。
特に巡回指導は、4人の経営
指導員が多忙な小規模事業者
に訪問することで時間的短縮
が図られる上、事業者が出向
いて聞くまでもない様な些細
な相談を受けることができ
る。

巡回指導
  実企業数 375件（うち非会
員8件）
  延べ件数 　　637件（うち
非会員8件）
窓口相談指導
  実企業数 　　777件（うち
非会員35件）
  延べ件数 　1,868件（うち
非会員64件）
課題解決提案件数 　 46件

記帳継続指導 小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
120

目標
数値

265

定例の集団及び個別講習
会を開催することによ
り、小規模事業者が税
務、金融、労務について
正しい知識を身につける
ことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

目標
数値

85
実績
数値

67
目標
数値

48

指標

女性会会員数

実績
数値

153

指標

個別指導参加者数

実
施
側
の

事
業
評
価

目標
数値

実績
数値

小規模事業者の記帳意識
の向上を図り、適正な税
務申告指導を行うこと
で、経営改善がなされ
た。
R5.10から始まったイン
ボイス登録制度に対する
制度の理解と正確な申告
が出来た。

総
合
評
価

Ａ

指標

若手後継者等育成
事業

小規模事業者・中小企業者は
大企業とは異なり、自己変革
に繋がる機会が少ない。この
状況を変えるため小規模事業
者等の自己研鑽、人格教養、
経営能力の向上に資する機会
を設けて、企業の発展と地域
社会の繁栄に貢献する。併せ
て、会員相互の連携と親睦を
図る。

地域振興事業、研修会等
事業開催回数　青年部　4回
延べ参加者数　1,212名
青年部会員数　67名
女性会会員数　47名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者等

指標

満足度

各種事業を企画・運営す
ることにより、会員の資
質向上を図る事ができ
た。又、アフターコロナ
の中、地域を元気付ける
事業の実施により、大府
市の活性化が図られただ
けでなく、青年部、女性
会という団体を市民に向
けてPRできた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

47

指標

青年部会員数

実
施
側
の

事
業
評
価

市内初めてのe-スポーツ
大会を開催し、多くの市
民が来場した。市民の関
心の高さを実感すると共
に最先端の娯楽を提供で
きた。また、地域の事業
者に依頼することで地元
企業のPRも行うことがで
きた。

実績
数値

87.8

目標
数値

2
実績
数値

2
目標
数値

目標
数値

600
実績
数値

218
目標
数値

80

80

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和6年度は地域住
民を対象にした研
修事業を実施す
る。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

指標
満足度

実
施
側
の

事
業
評
価

参加者数

参加者数
若手後継者等育成
事業
「全国会長研修
会」
【青年部】

令和4年度に創立20周年を迎
えた当青年部。次の30周年を
見据えて、より良い単会にな
るよう全国418の青年部と研
修・交流を重ねて、持続的に
成長する単会を目指す。

日程：令和5年11月17日
(金)、18日(土)
場所：高知県高知市
参加者：令和5年度会長 近藤
匡則、令和6年度会長予定者
早川武仁
満足度：100%

小規模事業者
等における若
手経営者（後

継者等）

指標

若手後継者等育成
事業
「大府商工会議所
青年部　地域活性
化事業の開催」
【青年部】

e-スポーツ元年と言われた
2018年から5年が経過した。
徐々に広がりは見せている
が、遊べる場所は限られてお
り、まだ触れられる機会は多
くない。大府市でもe-スポー
ツを推進しており、市や市内
事業者と協力して市民が楽し
め思い出に残るような事業を
開催する。

日程：令和5年9月23日(土)
場所：メディアス体育館おお
ぶ
参加者数：218名（当日参加
者や付き添い含めて推計
1,000名）
　内容：ぷよぷよを始めとす
るe-スポーツの大会及び体験
満足度：87.8％

一般市民

指標

会長、会長予定者同士の
繋がりを強くしただけで
なく、次年度の会長に
は、会長になる自覚を芽
生えさせることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

100

窓口やHPにて記帳
機械化事業をPR
し、指導対象企業
数の維持に努め
る。新規創業者の
簿記知識が浅いこ
とによる会計間違
いの相談が多く見
られたことから、
創業支援とともに
記帳指導を強化す
る。

定例の講習会は広
く認知されてい
る。定例以外でも
時代のニーズに
あった有益性の高
い講習会を企画す
る。次年度も効率
的な運営に努め
る。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

総
合
評
価

Ａ

今後も引き続き、
会長、次年度会長
の2名で参加を続け
る。

青年部は、経営者
等会員の資質向上
に努める。女性会
は、高齢化が進ん
でいる事から、引
き続き若手会員の
増強を図り、今後
の事業運営の安定
を図る。



団体名： 大府商工会議所

得られた効果 備考

２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 193.2 ％） （達成度 120.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 86.7 ％） （達成度 88.8 ％） Ｂ Ｃ 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 変更する 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 121.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に〇を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目業達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和6年度も引き続
き開催する。

満足度
講師から「青年部はボラ
ンティア団体ではなく、
経済活動として地域活性
化をすべき」との説明が
あり、メンバーにとって
青年部の立場について改
めて考えるよい機会と
なった。

目標
数値

目標
数値

指標

一店逸品運動により、店
主同士の交流が活発とな
り、新商品開発や販路開
拓につながる等、商業の
活性化を図ることができ
た。
ふれあいゼミナールは顧
客獲得につながる等の販
売促進効果が得られた。
セミナーはデジタルツー
ルの活用を主軸に展開
し、個店の資質向上につ
ながった。

小規模事業者

指標

参加事業所数

実績
数値

97

指標

500

目標
数値

80

商店街振興事業
（げんき商店街推
進事業）

小規模商店の現況はいうまで
もなく厳しい状況にあり、中
心市街地の衰退は著しい。こ
のような厳しい状況を少しで
も打破するためには、魅力あ
る商店づくり(個店対策支援)
が必要であり、これにより街
にも活気が生まれ、ひいて
は、地域活性化が図られる。

・「一店逸品運動」
参加事業所　30事業所
・「おおぶふれあいゼミナー
ル」
参加事業所数　29事業所
・「大府あきんど塾」
参加事業所 38事業所

実績
数値

新規加入した青年部メン
バーやOBのほか初めて青
年部メンバー以外からの
参加があり、幅広い業種
の職業体験を提供するこ
とができた。

80
実績
数値

96

新卒の離職率は30～40%(大
卒・高卒)で推移を続けてお
り、企業の懸念事項となって
いる。また、求職者にとって
も就活を再び行うことにな
り、お互いに時間と金を無駄
にしてしまう。そこで地域の
子供達に仕事を体験してもら
うことで将来の仕事選びの一
助となるような事業を実施す
る。

日程：令和5年10月28日
(土)、29日(日)
場所：メディアス体育館おお
ぶフットサルコート
参加者数：966名（28日472
名、29日(日)494名）
内容：市内事業者による子供
向け職業体験会
満足度：96％

一般市民

指標

参加者数

指標

満足度

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナの五類移行
により、経済は回
復に向かいつつあ
るものの、消費者
の生活行動の変化
により、地域商業
の状況は思わしく
ない。魅力ある個
店を自ら発信でき
るよう、個店の支
援に繋がる事業を
継続実施してい
く。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

総
合
評
価

実績
数値

966
目標
数値

若手後継者等育成
事業
「大府商工会議所
青年部　研修事業
の実施」【青年
部】

創立20周年が終わり、一層の
進化が求められる団体となっ
た。自らと地域を見つめ直
し、より地域に根差し、地域
の役に立つ団体になれるよう
研修会を開催する。

日程：令和5年6月27日(火)
場所：大府商工会議所3Fホー
ル
参加者数：26名
内容：青年部OB 2名を招いた
講演会
満足度：71％

小規模事業者
等における若
手経営者（後

継者等）

指標

参加者数

若手後継者等育成
事業
「大府商工会議所
青年部　職業体験
キッズワークの開
催」【青年部】

目標
数値

30
実績
数値

26
目標
数値

80
実績
数値

71

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和6年度は地域住
民を対象にした研
修事業を実施す
る。


